
2026年（令和8年）9月 第39号や と み 文 協

弥富市文化協会
事務局　教育委員会生涯学習課
　　　　総合社会教育センター

詩吟部（1） フラ・マヒナ 弥富ハーモニカクラブ

ギター部　たんぽぽ弥富北中学校吹奏楽部

令和８年４月11日（土）　14団体が日頃の成果を発表しました

第38回　春の洋邦楽舞発表会第38回　春の洋邦楽舞発表会

令和８年４月10日（金）～ 12日（日）
◆出  品  数　文化協会：533点　一般：129点
　　　　　　市内小中学校・高校：188点
◆来場者数　857名

春・38回 市民文化展春・38回 市民文化展
～日頃の成果を発表～

十四山東部小学校 弥富北中学校 漢詩部

十四山西部小学校 陶芸部 拓本部

己書道場 水墨画部



第39号 2026年（令和8年）9月や と み 文 協

令和8年度
弥富市文化協会役員名簿

安藤　正明
伊藤　　進
永井　利明
戸谷　則子
伊藤　晴美
諸田　秋夫
大木　晴美
太田　典子
大島　勝久
伊藤　惇子
富田　範保
小島袈娑雄
稲垣　喜正
珠島　範男
諸田　秋夫
伊藤　郁男
黒宮　輝夫
佐藤　高清
久保由美子
富田　恵美
永田　照子
飯塚　義子
久野　磨生
久保　築拓

名誉会長
顧 問
会 長

副 会 長

書 記
会 計

監 事

理 事

事務局長

事 務 局

職　　名 氏　　名

令
和
八
年
度
文
化
協
会
総
会

令
和
八
年
度
文
化
協
会
総
会

令
和
八
年
度
文
化
協
会
総
会

　アコーディオンの入江先生の伴奏のもと武藤先生の指
導で月1回稽古をしています。発足から19年、皆さんと
楽しくコーラスすることで健康につながり、向上心をもっ
て続けています。今年も発表会に向けて励んでいきます。

●練習日　　毎月第３金曜日　９：３０～１１：３０
●会　費　　１，５００円／月
●場　所　　社会教育センター研修室

「歌声つくし」「歌声つくし」新しい仲間  紹介

弥富市文化協会創立20周年記念行事弥富市文化協会創立20周年記念行事
オペラ歌手「盛かおるコンサート」オペラ歌手「盛かおるコンサート」オペラ歌手「盛かおるコンサート」

オペラ歌手 盛かおる

●日　時　令和９年１月１７日（日）　１３：００～（開場１２：３０）
●会　場　総合社会教育センターホール　入場無料
●主　催　弥富市文化協会
●問い合わせ先　弥富市総合社会教育センター　☎６５-０００２

　

四
月
二
十
三
日
午
後
二
時
よ
り
、

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い

て
令
和
八
年
度
文
化
協
会
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

伊
藤
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
で
始

ま
り
、
初
め
に
永
井
会
長
よ
り
、「
文

化
展
の
盛
況
と
洋
邦
楽
舞
発
表
会
で

は
Ｊ
☆
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
弥
富
北
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
出
演
が
大
い
に
集
客
効

果
を
上
げ
た
。
今
後
も
続
行
し
た
い
。

ま
た
市
制
・
文
化
協
会
二
十
周
年
記

念
事
業
の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。」

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
安
藤
市
長
よ
り
、「
日
頃

の
文
化
芸
術
振
興
へ
の
尽
力
に
対
す

る
謝
意
と
市
制
二
十
周
年
を
迎
え
歴

史
と
文
化
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

き
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。　

　

最
後
に
高
山
教
育
長
よ
り
、「
発

表
会
で
は
弥
富
北
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
の
機
会
を
も
ら
い
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ま
た
囲
碁
を
通
じ
た
地
域

と
中
学
生
の
交
流
の
話
も
有
り
盤
上

だ
け
で
な
く
、
人
の
繋
が
り
も
着
実

に
良
い
手
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
（
ギ
タ
ー
部
山
田

悦
史
氏
）を
選
出
し
協
議
に
入
っ
た
。

　

令
和
七
年
度
事
業
報
告
と
収
入
・

支
出
決
算
及
び
会
計
監
査
報
告
が
承

認
さ
れ
た
。

　

令
和
八
年
度
役
員
改
選
で
は
、
副

会
長
及
び
会
計
監
査
が
新
し
く
選
出

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
令
和
八

年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。

　
「
民
謡
部
ナ
ズ
ナ
」「
白
鳥
エ
ン
ブ

レ
ム
」
が
退
会
し
、洋
楽
部
門
に
「
歌

声
つ
く
し
」
が
新
規
加
入
し
た
と
報

告
さ
れ
た
。

　

終
盤
に
会
場
か
ら
貴
重
な
意
見
・

要
望
が
有
り
、
永
井
会
長
が
一
つ
一

つ
前
向
き
に
考
え
て
行
き
た
い
と
述

べ
た
。

　

そ
の
後
、
永
井
会
長
を
は
じ
め
役

員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
諸
田
副
会

長
の
閉
会
の
言
葉
で
令
和
八
年
度
総

会
は
終
了
し
た
。

永井会長挨拶



2026年（令和8年）9月 第39号や と み 文 協

　19の部が講習会・大会を開催しま
した。日頃の活動の様子を見たり参
加したりしての楽しい時間でした。●と　き：４月４日（土）～５月８日（金）　●ところ：社会教育センターほか

ドレミファ合唱団：日本の四季を歌います 書道部：墨の香りの中で漢字、かなの練習 将棋部：期待の新人登場

絵画部：モデルをスケッチ、彩色します

　

 

前
田
進
は
、明
治
十
二
（
一

九
二
〇
）
年
に
十
四
山
村
鮫
ケ

地
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
高
等
学

校
時
代
か
ら
作
歌
に
興
味
を
持

ち
、
の
ち
に
短
歌
詩
「
ア
ラ
ラ

ギ
」に
入
会
、正
岡
子
規
の
直
門
、

岡
麓
に
師
事
し
ま
し
た
。
歌
集

に
は
『
十
四
山
村
』『
板
取
村
』

『
蘆
荻
』
な
ど
が
あ
り
、
文
化

協
会
短
歌
部
の
指
導
に
当
た
り

ま
し
た
。

　
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
、

完
成
間
近
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
建
て
ら
れ
た
歌
碑
に
は

「
あ
か
あ
か
と
水
田
に

　
あ
か
り
映
れ
る
は

　
梅
雨
の
雨
間
に
鯰
と
る
ら
し
」

の
歌
が
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
十
四
山
村
を
始
め
海
部

南
部
地
域
は
水
郷
地
帯
と
し
て

川
や
沼
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

田
に
水
が
張
ら
れ
る
田
植
え
の

頃
に
は
、
夜
間
ガ
ス
ラ
ン
プ
を

灯
し
て
、
産
卵
の
た
め
に
田
に

上
っ
て
き
た
ナ
マ
ズ
な
ど
の
川

魚
を
捕
る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
郷
土
の
風
景
を
詠
ん
だ

歌
で
す
。

　
ま
た
、
師
の
岡
麓
が
前
田
邸

を
訪
ね
た
時
の
作
と
し
て
、

「
用
水
に
田
舟
棹
さ
し
青
浮
藻

　
わ
け
て
し
づ
か
に

　
す
す
み
行
く
な
り
」

と
い
う
歌
が
岡
の
歌
集
に
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
湾
台
風
後

に
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
ど
か
な

農
村
風
景
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
田
進
は
、
前
出
の
歌
碑
の

歌
を
収
め
た
歌
集
『
蘆
荻
』
の

あ
と
が
き
の
中
で
「（
前
略
）

鮭
が
も
と
の
川
に
の
ぼ
っ
て
来

　
　
　
　
　
　
る
よ
う
に
、
昔

　
　
　
　
　
　
育
っ
た
故
里
の

　
　
　
　
　
　
自
然
が
無
性
に

　
　
　
　
　
　
な
つ
か
し
く
な

　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。
も

　
　
　
　
　
　
う
ゴ
ビ
の
砂
漠

　
　
　
　
　
　
も
パ
リ
の
は
な

　
　
　
　
　
　
や
か
さ
も
、
若

　
　
　
　
　
　
い
こ
ろ
の
よ
う

な
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
。
日
本

の
、木
曽
川
の
、洪
水
に
お
び
え
、

伊
吹
颪
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
る
、

あ
の
海
よ
り
も
低
い
水
郷
地
帯

が
一
番
い
い
。（
後
略
）」
と
歌

集
の
タ
イ
ト
ル
を
『
蘆
荻
』
と

し
た
理
由
を
述
べ
て
い
ま
す
。

※

蘆
荻
は
蘆（
ア
シ
）と
荻（
オ

　
ギ
）
で
、
水
辺
の
植
物
の
総

　
称
と
し
て
使
わ
れ
る
。

【
参
考
】　
弥
富
文
学
研
究
会
編

　
　
　
　
『
弥
富
文
学
散
歩
』

◆
弥
富
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
０
５
６
７
│

６
５
│

４
３
５
５

郷
土
の
文
化
人

郷
土
の
文
化
人

前
田
　
進

ま
え

だ

す
す
む

お
か
ふ
も
と

ろ
て
き

さ
お

な
ま
ず
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編集委員　◎戸谷則子・伊藤晴美・鬼頭正明・太田典子・鈴木由美・伊藤惇子・永田照子

第48回  尾張西部コーラスグループ交歓会 in 弥富

㈠ 

市
政
２０
周
年
記
念
事
業

　
　
　

『
や
と
み
金
魚
サ
ミ
ッ
ト
』

　
と　
　
き　
１０
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー

　
参
加
団
体　
文
芸
部
門
７
団
体

　
　
【
絵
画
部
・
水
墨
画
部
・
書
道
部
・

　
　
　
写
真
部
・
陶
芸
部
・
己
書
道
場
・

　
　
　
華
道
部
】

㈡ 

文
化
協
会
研
修
旅
行

　
と　
　
き　
１０
月
２０
日（
火
）

　
と  

こ  

ろ　
七
福
醸
造
あ
り
が
と
う
の

　
　
　
　
　
　
里
・
新
美
南
吉
記
念
館

　
　
　
　
　
　
ほ
か

㈢ 

第
３９
回
市
民
文
化
展

　
と　
　
き　
１１
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
８
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
第
一
多
目
的
室
ほ
か

㈣ 

第
３９
回
洋
邦
楽
舞
発
表
会

　
と　
　
き　
１１
月
７
日（
土
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
出　
　
演　
洋
楽・邦
楽・舞
踊
各
団
体

　
　
　
　
　
　
弥
富
中
学
校
吹
奏
楽
部

㈤ 

第
１９
回
市
民
俳
句
大
会
表
彰
式

　
と　
　
き　
１１
月
７
日（
土
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
会
議
室

㈥ 

秋
の
特
別
企
画
講
習
会

　
と　
　
き　
１１
月
上
旬
〜
１２
月
上
旬

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ほ
か

㈦ 

第
５１
回
愛
知
県
文
連
美
術
展（
公
募
）

　
と　
　
き　
１１
月
１０
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
１５
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ　
愛
知
県
美
術
館

　
団
体
鑑
賞
日　
１１
月
１１
日（
水
）

㈧ 

愛
知
県
民
茶
会

　
と　
　
き　
１１
月
１５
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ　
豊
田
市
民
文
化
会
館
ほ
か

㈨ 

弥
富
市
文
化
協
会

　
　

創
立
２０
周
年
記
念
事
業

　
　
　
『
盛
か
お
る　

コ
ン
サ
ー
ト
』

　
と　
　
き　
令
和
９
年
１
月
１７
日（
日
）

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
共　
　
演　
ド
レ
ミ
フ
ァ
合
唱
団

㈩ 

「
や
と
み
文
協
」
第
４０
号

　
と　
　
き　
令
和
９
年
３
月
発
行

十一 

文
芸
関
係
部
門
別
事
業

　
と　
　
き　
年
間
通
し
て

　
と  

こ  

ろ　
社
教
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

文
化
協
会
行
事
予
定

令
和
８
年
度（
下
期
）

第48回  尾張西部コーラスグループ交歓会 in 弥富第48回  尾張西部コーラスグループ交歓会 in 弥富
　６月28日（日）に弥富市総合社会教育センターホールにて「尾張
西部コーラスグループ交歓会」が行われました。48回目を数える交
歓会には、５つの市町村の８つの女性コーラスクループが集い、日頃
の練習の成果を発表しました。残念なことに今回が最後ということで、
記念すべき会となりました。
　コール朱音が中心となって会の運営にあたり、48年の締めくくり
にふさわしい心に残る交歓会となりました。 開会式であいさつする

コール朱音の山口代表

１　コール朱音　　　　（弥富市）
２　コーラス「蓮」＆はなの会
　　　　　　　　　　　（愛西市）
３　七宝スカイコーラス（あま市）
４　甚目寺コーラス　
　　ソアーヴェ・シスターズ
　　　　　　　　　　　（あま市）
５　美和エコー　　　　（あま市）
６　さやコーラス　
　　トゥ・シャンタン　（愛西市）
７　女声合唱団　大治　（大治町）
８　フラウェンコーア　とびしま
　　　　　　　　　　　（飛島村）

プログラムプログラム

　赤、紫、金と華やかな衣装を身にまとったコーラスの皆さんと、
最後の歌声とその姿を目に焼き付けようと各市町村から集まった
応援の方々でホールは満席でした。コール朱音の山口代表、高山
教育長、永井文化協会会長の挨拶の後、8グループが「精一杯の
コーラス」を皆さんに届けてくれました。心を一つにして歌う「合
唱の素晴らしさ」が伝わってきました。　　　　　
　最後の全員合唱では「時代」（中島みゆき）を歌い、半世紀に
わたる交歓会は幕を閉じました。

歌うコール朱音歌うコール朱音

心
ひ
と
つ
に
し
て

１日時／１０月２０日（火）
２場所／〇七福醸造
　　　　　「ありがとうの里」
　　　　〇一色さかな広場
　　　　　（昼食・買い物）
　　　　〇みかん狩り
　　　　〇新美南吉記念館

研修旅行のご案内


